
学校だより「花里の子」
令和７年度 第10号（令和７年９月12日） 伊丹市立花里小学校長 小木曽 笑子

２学期が始まって２週間が過ぎました。多くの子どもたちが学校生活のリズムを取り戻した
ようです。朝の挨拶の声も大きくなってきました。
校内を回っていると、靴やランドセル、ろうかの棚の中、ぞうきんがけがきれいに整頓され

ている様子が見られます。とても気持ちがいいです。始業式では、子どもたちに「心と行動は、
関係する」ことを話しましたが、「そろえる」という行動も「心」と関係していることの一つ
です。

左の詩は、長野県円福寺の住職だった藤本幸邦さんが
作った詩です。住職は、第2次世界大戦直後、戦争で親
を亡くした子どもたちをお寺で育てていました。玄関を
見ると、脱ぎ捨てられた靴がバラバラになったり、重
なったりしていました。そんな玄関の様子がきっかけで
生まれた詩だそうです。この詩をとおして、住職は子ど
もたちに何を教えようとしたのでしょうか？
脱いだ靴を揃えておくと、次に履くとき、すぐに履く

ことができます。トイレのスリッパは、次に使う人のた
めに揃えます。これらのことから、靴を揃えるのは
「次」のことを考えての行動と考えることができます。

また、玄関はみんなで使う場所です。お客様が最初に通る場所でもあります。自分以外の人を
思いやる行動とも考えることができます。
写真の様に物が整頓されているときは、子どもたちが落ち着いて学習に取り組めているとき

です。生活リズムが整い、目標をもって学校生活を送れていることの現れです。もうすぐ運動
会の練習も始まります。いつもと違うリズムになりますが、心穏やかに、自分の行動を冷静に
見つめ、人を思いやる気持ちを忘れずに頑張ってほしいと思っています。当たり前のことを当
たり前にする「凡事徹底」の声かけにご協力をお願いいたします。

そろっていると気持ちがいい

はきものをそろえる

はきものを そろえると 心もそろう
心がそろうとはきものがそろう
ぬぐときにそろえておくと
はくときに心がみだれない
だれかがみだしておいたら
だまってそろえておいてあげよう
そうすればきっと
世の中の人の心もそろうでしょう



9月5日（金）に人権教育参観および講演会を実施しました。当日は、
台風一過の蒸し暑い中、350人を超えるご家族のみなさんにご来校いただ
き、夏休み明けの子どもたちの様子を見ていただきました。授業のあとは、
本校第12代校長に講師をお願いし、講演会を行いました。愛護補導連絡
会を兼ねていましたので、少年愛護センター所長様、松崎中学校生徒指導
担当様、少年補導委員の皆様にもご参加いただき、子どもたちの「なかま
づくり」について考えるきっかけとさせていただきました。授業参観も講
演会もONE HANASATOの協育の一環と捉えています。ご参加いただき、
ありがとうございました。参加いただいた保護者の皆様からいただいた感
想の一部を紹介させていただきます。

スポーツ２１

はなさと夏祭り2025
９月２０日（土）16:00～20:00
（雨天：9月27日に延期）

寺本地車保存会

寺本だんじり祭2025
10月11日（土）12日（日）

11日（土）は、花里小学校前庭にだんじりが
やって来てくれます。（土曜教室）

花里小学校地区自治協議会

はなさとオータムフェスタ
１１月２日（日）

花里小学校地区自治協議会

もちつき大会
１２月６日（日）

地域の行事に参加しよう‼

２学期は、地域の行事もたくさんあります。紹介した４つの行事は
学校で開催されます。みんなで参加し、盛り上げていきましょう！

ご来校ありがとうございました

（１）授業の感想
・絵本からのスタートで、私も興
味津々で考えさせていただきまし
た。きっと大人になっても心に残
り、自分軸で生きていくことがで
きる授業になると思いました。
・自分だったらどうするのか考え
ていました。子どもたちからとて
も良い意見がたくさん出ていたの
で、学んだことを忘れずにいてほ
しいです。
・子どもたちがみんな、友だちの
話を聞いて、答えたり、笑ったり
していて良かったと思いました。
・他人の意見にも耳を傾けるとい
う忘れかけていた大切なことを思
い出すことができる授業でした。
半の話し合いでは、大人の意見も
しっかりと聞いてくれる子どもた
ちに成長を感じました。

（２）講演会の感想
・もう一度、子育ての楽しさ、大
切さ、家族の絆などを教えてくだ
さった講演会でした。小学校って
ありがたいなと思いました。世界
中、どこに行っても日本人は外国
人からほめられて気に入っていた
だけます。それは、｢責任と規律｣
｢他人との距離感｣｢感謝の気持ち｣
を小学校の間に、勉強以外で学ん
でいるからなんだと再確認できま
した。これからも子育て、自分育
て、家族の絆を育んで行きたい！
と思いました。
・花里小への愛が感じられる講師
の先生のお言葉一つ一つが心にし
みました。｢秘密のともだち｣は、
是非クラスでもして欲しいと思い
ました。クラスメイトの新たな一
面を発見することができるかも！


